






南越前町水道ビジョン フォローアップ 

 
 

2.実現方策の進捗状況の確認 

 

水道ビジョンの計画当初の実現方策スケジュールに対する進捗状況を以下に示します。また、各実

現方策に対する状況を次頁以降に示します。 
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南越前町水道ビジョン フォローアップ 

 
 

 

(3) 事業スケジュール見直し 

 令和 8年度以降の事業スケジュールを以下に示します。 

 

表：今後の事業スケジュール 

 

 

 

(4) 次期水道ビジョンに向けて 

次期水道ビジョンの策定にあたっては、まず急所施設である浄水場および配水池に対する耐震診断

を着実に進め、災害に強い施設体系の構築を図ることが重要です。 

また、令和 6年能登半島地震で得られた教訓を踏まえ、地震発生時の被害想定や復旧体制、代替供

給の確保など、実効性のある防災・減災対策の強化を位置付ける必要があります。 

さらに、給水先のない配水区である杣木俣配水区および八田地区について、統廃合の方向性を整理

し、施設管理の最適化や事業運営の効率化の観点から明確な位置づけを示すことが必要です。 

令和 6 年度の料金回収率は 47.7％となっており、給水に必要な経費が料金収入のみで賄えていな

い状況にあります。このため、令和 8年度より料金改定の検討を開始し、将来の安定的な水道事業運

営に向けて、料金改定の必要性や方向性について検討を進めていきます。 
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(2026) (2027) (2028)

実施設計 継続

本工事 継続

ウォーターPPP 導入可能性調査 新規

事業名 内容 区分

今泉配水区
管路更新・耐震化
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